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あ
な
た
の
調
査
票
に
は

日
本
の
大
切
な
未
来
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

十

月

一

日

は

、

国

勢

調

査

の

日

で

す

。

日
本
に
住
む
一
人
と
し
て
、
地
球
人
と
し
て
の
自
己
申
告
を

十
月
一
日
、
国
勢
調
査
が
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が

対
象
に
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
。

特
に
今
回
は
、
間
近
に
迫
っ
た
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

新
世
紀
の
暮
ら
し
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す

日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
八

十
年
前
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
以
来
、

お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
今
回
で
十
七
回
目
を
迎

え
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
な
ど
を
調
べ
る
た
め
に
だ
け
行

わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
結
果
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
貴
重
な
基
礎
資
料
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
い
ま
日
本
は
、
少
子
化
や
高
齢
化
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、
福
祉
、
交
通
、
雇
用
面
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
国
勢
調
査

？百？十？人

国
勢
調
査

＆

調

査

員

は

ど

ん

な

人

な

の

？

調
査
票
を
配
布
、
回
収
す
る
国
勢
調

査
員
は
、
市
区
町
村
長
の
推
薦
に
よ
り
総
務

庁
長
官
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

で
す
。
一
人
当
た
り
約
五
十
世
帯
を
受
け
持

ち
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
住
ま
い
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
夜
間
に
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ど

う

し

て

も

答

え

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

？

も
し

も
、
調
査

票
が
提
出
さ
れ
な

か
つ

た
り
正
し
い
申
告
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
「
統
計
法
」

と
い
う
法
律
で
、
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
勢
調
査
に
参
加

す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
義
務
の
一
つ
な
の

で
す
。プ

ーフ
ｆ

バ
シ

ー
は

守
ｙ
”
れ
る
の

？

調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果
を

他
人
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を
つ
く
る
目
的

以
外
に
調
査
票
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
は
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
調

査
票
は
外
部
の
人
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
厳

重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
後
は
す
べ
て
溶

か
し

て
再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
調

査
票
に
書
か
れ
た
こ
と
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

り

。
せ
ん
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。



の
結
果
は
、
こ
う
し
た
私
た
ち
の
将
来
の
生
活
を
支
え
る
た

め
の
デ
ー
タ
に
な
る
も
の
な
の
で
す
。

調

査

員

が

調

査

票

を

持

っ
て

う

か

が

い

ま

す

ま
ず
、
九
月
の
下
旬
に
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
お

う
か
が
い
し
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
調

査
票
が
届
い
た
ら
、
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く

読
ん
で
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入
し
ま
す
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、
十
月
一
日
現
在
、
囗
本
に
、

①
す
で
に
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
、
②
十
月
一
日
の
前

後
を
通
じ
て
三
か
月
以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
、
を

い
い
ま
す
。

調
査
す
る
内
容
は
世
帯
全
員
の
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類
な
ど
、
全
部
で

二
十
二
項
目
で
す
。

調
査
票
は
「
マ
ー
ク
・
数
字
記
入
方
式
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
項
目
の
下
に
付
け
ら
れ
た
Ｏ
印
を
黒
鉛
筆
で

●
の
よ
う
に
塗
り
っ
ぶ
し
た
り
、
数
字
を
記
入
し
た
り
し
て

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
集
計
は
機
械
に
か
け
て
行
い

ま
す
の
で
、
調
査
票
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
守
ら
れ

ま
す
。
他
に
も
れ
た
り
、
統
計
を
作
成
す
る
以
外
の
目
的
に

使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
票
は
、
調
査
員
が
受
け
取
り
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

記
入
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
遠

慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
た
め
に
、
十
月
一
日

の
あ
な
た
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１億 千？百？十？万？千

「 ？ 」
を埋めるのは，この国に暮らす私たち一人一人です。

調

査

結

果

は

い

つ

分

か

る

の

？

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
は
、
二
〇
〇
〇

年

の

十

二

月

に

発

表

さ

れ

ま

す

。

そ

の

ほ

か

の

集

計

結

果

は

、

二

〇

〇

一

年

以

降

、

順

次

公

表

さ

れ

ま

す

。

結

果

を

ま

と

め

た

報

告

書

は

、

都

道

府

県

・

市

区

町

村

の

統

計

担

当

課

や

図

書

館

な

ど

で

閲

覧

で

き

ま

す

。

ま

た

、

総

務

庁

統

計

局

・

統

計

セ

ン

タ

ー

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

ｈ
ｔ
ｔｐ
：ｙｙ
ｗ
ｗ
ｗ

．ｓ
ｔａ
ｔ
．ｇ
ｏ

．
ｊｐ

）

で

も

見

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

調

査

結

果

は

ど

ん

な

こ

と

に

使

わ

れ

る

の

？

例
え
ば
、
議
員
定
数
や
地
方
交
付
金

を
決

め
た
り

、
都
市

計
画
や

社
会
福
祉
政

策

、

経
済

計
画

、
防

災
計

画

な
ど

を
立
て

た

り
す

る
と

き
の
基
礎
資

料
と
し
て
活

用
さ

れ
ま
す

。

こ
の

ほ

か
に

も
、
将

来
人

口
の

予
測

や
人

口

分
析
な

ど
の
研
究

、
企

業
の

製
品
開
発

な
ど

、

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
で

調
査

結
果

が
使

わ

れ
ま

す

。

ほ

か

の

国

で

も

同

じ

よ

う

な

調

査

を

し

て

い

る

の

？

統
計
の
作
成
を
目
的
と
し
た
同
じ
よ

う
な
調
査
は
、
現
在
、
世
界
約
二
百
の
国
・

地
域
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に

、
今
年

二
〇
〇
〇
年

前
後
に
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ギ
リ

ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
多

く
の
国
で
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ

な
た
が
提
出
す
る
今
回
の
調
査
票
は
、
日
本

だ
け
で
な
く
、
二
十
一
世
紀
の
地
球
全
体
の

未
来
を
描
く
た
め
の
デ
ー
タ
に
な
る
の
で
す
。



～２０歳の夏～
８月１５日（火）、アルザスしおさいホールで、新成人を祝う式典が行われました。

この 囗は、新成人４３名のうち２６名が出席、２０歳を迎えた喜びや、久しぶりの再会の時間を楽

しんでいました。

いつも笑顔を忘れず、大人としての自覚をもって立派な青年として成長してほしいと思います。

▲村長より記念品を受け取る大石裕人さん・伊勢祐子さん ▲新成人代表答辞 滝本奈津子さん

高橋 大介

（古佐井）

佐々木信宏

（古佐井）

奥本 政栄

（大佐井）

大石 裕人

（古佐井）



藤田 良平

（原 田）

東出 繁樹

（大佐井）

畑中 初美

（大佐井）

竹内 宇宙

（古佐井）

高橋 雅之

（古佐井）

川村 英子

（大佐井）

岡本佳寿子

（大佐井）

内田利花子

（矢 越）

礇川 人美

（古佐井）

伊勢 祐子

（古佐井）

畑中かえで

（大佐井）

長島 貴子

（大佐井）

伊藤真紀子

（大佐井）

島野 尊枝

（大佐井）

木下美江子

（矢 越）

福田 昌子

（磯 谷）

磯川 幸子

（磯 谷）

小向 辰徳

（大佐井）

若山美穂子

（古佐井）

横浜 厚子

（古佐井）

滝本奈津子

（長 後）

内田 貴生

（長 後）



福浦少年消防クラブ夏休み消防体験学習実施

福浦小中学校の生徒で組織する、福浦少年消防クラブ員９名

口 名は文化交流のため不参加）と引率の教師３名が７月３１日、

８月１日の二日間、下北広域消防本部で、消防体験学習に参加、

３０°Ｃを超す炎天下のもと、訓練に汗を流しました。

初日１０時入隊式の後、消防庁舎見学。そして訓練塔に張られた

ロープを、迅速、確実に渡る救助訓練。市街地での消火栓、防火

水槽の草刈り、点検。田名部川での消防ポンプ車による放水。煙

で先の見えない迷路での避難訓練。３２ｍ級梯子車への体験搭乗。

夜は、結成以来１９年間休まず続けてきた防火パトロールを、む

つ市内で実施。福浦地区は、お母さん方が代わりに実施しました。

中学生は、仮眠中に起こされて通信指令室勤務も体験しました。

二日目は、勤務交代。無線の定時試験を当務員と一緒に実施。

その後、むつ市役所を表敬訪問し、訪米中の市長に代 わって、収

入役に田中成三君があいさつ、クラブ員全員が、前日の体験談を

発表しました。引き続き下北文化会館で立入検査を行いました。

犬ホールの舞台には歌舞伎で出演していますが、舞台の天井付近

は２５ｍの高さがあり、この部分のスプリンクラー設備を見て回り

ました。また奈落から役者がせり上がる体験もできました。

昼からは、むつ消防署の救急救命士から救急法の指導を受けま

した。呼吸、脈のない状態から、適切な心肺蘇生法が行われると

数分後に呼吸、脈が回復し、呼びかけに眼を開ける人形を使って

の訓練では、蘇生させようと必死に取り組んでいました。

最後に、福鵈雄次郎消防長から全員に 修了証が渡されました。

厳しい暑さと、訓練の連続、そしてテレビ局や新聞社の取材も受

け、自信に満ちた姿がそこにありました。

福浦の歌舞伎”夏の段”

７月２４日（月）、歌舞伎の館で、「福浦の歌舞伎“夏の段”」が

行われました。

これまで、定期上演は、稲荷神社祭典と食談議の年二回だけで

したが、昨年１１月に歌舞伎の館が完成されたのを契機に、後進の

育成と地域おこしを兼ね、今年から、定期的に上演を行うことに

なりましたＯ

今回は、「三番叟」、「一ノ谷嫩軍記」が披露され、むつ市の與

内歌舞伎も友情出演し、「浜松屋」で花を添えました。

初めての夏上演でしたが、県文化アドバイザーで県立図書館長

の元ＮＨＫアナウンサー鈴木健二さんも姿を見せるなど、約１５０

人の観客が詰め掛け、うちわや扇子を手に、盛んな拍手を送って

いました。

佐井村商工会驪祭り

佐井村商工会夏祭りが、８月１５囗（火）、しおさい公園で開催

され、多くの村民、観光客でにぎわいました。

午後６時から、「ビアガーデン」、続いて「歌謡ショー」が行わ

れ、ゲストの北海三郎さんと渡辺亮子さんの歌に、会場は大いに

盛りあがりました。

また、午後７時３０分からの「花火大会」では、佐井村の夜を彩っ

た大輪の花火に、つめかけた多くの人々から大きな歓声があかっ

ていました。



ａｙｉｔｉき

佐井の香を全国に

七
月
二
十
六
日
、
匸
フ
ブ

リ
ー
さ
い
」
ふ
る
さ
と
パ
ッ

ケ
九
ン
の
今
年
度
一
回
目
の

発
送
式
が
ア
ル
ザ
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

鮭
フ
レ
ー
ク
セ
ッ
ト
、
わ

か
め
、
甘
塩
う
に
、
ふ
き
水

煮
、
（

Ｉ

プ
石
け
ん
な
ど
の

佐
井
村
の
特
産
品
を
手
際
良

く
箱
詰
め
し
、
ト
ラ
ッ
ク
へ

と
積
み
込
み
ま
し
た
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
ふ
る

さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
年
二

回
（
七
月
、
十
二
月
）
発
送

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
か
ら
の

便
り
と
し
て
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

暑い夏を乗り切ろう

七
月
二
十
七
日
、
ア
ル
ザ

ス
前
（
海
側
駐
車
場
）
で
、

佐
井
村
保
育
所
の
夕
涼
み
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浴
衣
を
着
た
園
児
た
ち
は
、

盆
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
父
母

の
会
が
出
店
し
た
夜
店
で
、

魚
つ
り
ゲ
ー
ム
や
く
じ
引
き
、

駄
菓
子
の
お
買
い
物
を
し
た

り
と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
き
な
打
ち
上

げ
花
火
を
見
物
し
、
集
ま
っ

た
村
民
と
、
一
足
早
い
真
夏

の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大人顔負けの迫真の演技

八

月

十

六

日

、

福

浦

・
函

館
子

ど

も
歌

舞
伎

上
演

会

が
、

歌

舞

伎

の

館

で

行

わ

れ

、

二

地
区

の
子

ど

も

た

ち

が
日

ご

ろ
の

け

い
こ

で

培

っ

た

演

技

を

堂

々
と

披

露

し

、

約

二

百

人

の

客

席

を

大

い
に

沸

か

せ

ま

し

た

。

演

目

は

、

福

浦

が

「
三

番

叟

」
、
「

一

ノ
谷

瞰

軍

記

」
、

函
館

が
「
傾

城
阿
波

の
鳴

門
」
、

「
白

波

五

人

男

」
を

上

演

し

ま

し

た

。

客
席

に
向

か

い
型
を

決

め
、

見

え

を

切

る

た

び
に

、
大

き

な
声

援
と

拍
手

加
わ
き
起
こ

っ

て

い
ま

し

た

。

わくわく交流 今年もたのしかったよ

八
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で

の
五
日
間
、
立
教
大
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
系
サ
ー
ク
ル
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
学
生
が
牛
滝
地
区
を

訪
れ
、
牛
滝
小
中
学
校
の
生

徒
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

こ
の
交
流
会
も
、
今
年
で
三

十
五
回
を
数
え
、
勉
強
会
を

開
い
た
り
、
肝
だ
め
し
や
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

ど
の
生
徒
も
、
こ
の
囗
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
様
子
で
、

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
元

気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
っ
て

い
ま
し
た
。



去る８月１１日に「第１回佐井村総合計画専門委員会」がアルザスで開催され、総合

計画の素案（たたき台）作成に携わる専門委員会の委員が次のとおり決まりました。

午後７時から行 われた第１回目の専門委員会で、村長から各委員に辞令が交付され、村長があいさつ

の中で「今後、村の１０年後、それ以後の計画の策定にあたって、みなさんのきたんのない意見を聞かせ

てもらい今後の計画にいかしてゆきたい。」と委員会への期待感をのべたのに対し、一同緊張の面もち

で聞いていました。

その後、事務局から専門委員会の役割や今後の会議の流れについて説明があり、続いて各部会ごとに

分かれ部会長、副部会長を決めた後、専門委員会全体の委員長並びに副委員長を選出しました。川岸委

員長が専門委員会を代表して「どんな小さいことでも良いから、ふだん思っていることを大いに話し合

い、住みやすい村にしていきましょう。」と力強いあいさつをのべ、一同気持ちを新たにしていました。

最後に会議は夜に開くことや次の開催［ＥＩなどを決め第１回目の委員会を閉じました。



分別収集（カン・ビン・ペットボトル）に

ご協力ください！

６月１９日から全村で分別収集がはじまり、住民のみなさんには分別して資源ごみを排出

していただいております。今回からは分別収集の基礎ともいえる容器包装リサイクル法に

ついてみなさんにお知らせしていきます。

容器包装リサイクル法とは？

・商品の大量生産、大量消費によりごみも大量生産してきました。その結果、処理できないほどのごみを

毎日排出してきました。下表のとおり、年々、ごみの排出量は上昇しています。

・家庭から排出される一般ご

みの中で※容器包装ごみは大

きな割合を占めます。

容器包装ごみというのは、

現在、分別収集を行っている

カン・ビン・ペットボトルや

包装紙、段ボールなどの中身

を取り出せば、あとはごみと

して捨てられる容器や包装に

使われているものです。

●１日のごみ総排出量と１人１日当たりの総排出量の推移●

● ごみ全体に占める容器包装ごみの割合（容積比）● ● 容器包装ごみの素材別内訳（容積比）● 左表のとおり、ごみの約半

分を占める容器包装ごみを減

らせば、当然、ごみ全体の減

量につながります。容器包装

ごみをリサイクルに回して、

ごみの量を減らしていこうと

いうのが、「容器包装リサイ

クル法」です。

※このように容器包装リサイ

クル法により、分別収集が行

われています。分別収集によ

り、埋め立てられるごみの量

は減り、埋立処分場の寿命が

のびます。

スチール缶やアルミ缶、プラスチックなどのリサイクルは、限りある資源を守り、地球環境にとてもや

さしい効果をもたらします。

フタや中の異物は取り除きましょう。水洗いも忘れずに！ｊ

○フタや中の異物などは取り除いてください。

なお、フタについてですが、プラスチック系のフタは可燃ごみとして出して結構です。ただし、金属系

のフタは不燃ごみとして出してください。

水洗いについても忘れずにお願いします。

住民のみなさん、今後とも分別収集にご理解のうえ、ご協力ください。



啄哇砕心衂

生きがいは元気の源

目指そう 川建康長者

健

康

長

者

ほ

ど

生

き

が

い

を

持

っ

て

い

る

①
身
だ
し
な
み
に
気
を
使
っ
て
い
る

②
生
活
態
度
が
前
向
き
で
あ
る

③
仕
事
や
役
割
を
も
っ
て
い
る

①
よ
く
運
動
し
て
い
る

⑤
よ
く
外
出
し
て
い
る

⑥
友
だ
ち
が
多
い

健
康
な
人
に
は
こ
の
よ
う
な
共

通
項
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
生

活
が
気
持
ち
に
張
り
を
も
た
せ
、

心
身
の
健
康
を
誘
う
の
か
、
生
き

が
い
を
も
つ
人
に
は
健
康
長
者
が

多
い
よ
う
で
す
。

プ

ラ

ス

思

考

と

生

き

が

い

は

健

康

の

源

喜
び
や
楽
し
み
が
増
え
る
と
、

体
内

の
免
疫
力
が
高
ま
り
ま
す
。

生
き
が
い
を
も
っ
て
前
向
き
に
生

き
る
こ
と
は
健
康
に
深
く
関
連
し

て
い
ま
す
。

生きがいづくり四原則

１。自分の好きなものを見つけよう

２．仲間を見つけて励ましあおう

３．焦らず飽きず、根気よ＜

４．自分なりの目標を持とう

楽し＜明るい人 生を送 るた めに
、

生きがいを 持つことは 大 切で す。
あなた の生き がいは何 です か。
自 分 のした いこと、好きなこと、
何でも生き がいになります 。

～ お 知 ら せ ～

・妊娠したら早めに母子健康手帳をもらいまし ょう

・今年度から複合検診と併設し歯周疾患検診を行っ

ていますが、今まで６３名の方が受診されています。

これから検診が行われる地区のみなさんは 、ぜひ受

診しましょう。

牛 滝…１０月１１日（水） 福 浦…１０月１２日（木）

大佐井…１１月９日（木） 古佐井…１１月１０日（金）

ちよつとＤＥ
提供 食生活改善推進 員

チーズと野菜のささみ巻き （１人分２１３ｋｃａＩ）
＜材料：１人分＞
鷄ささみ １０本
塩・こしょう 少々
プロセスチーズ１００ｇ

人参 １００ｇ
いんげん １０本
青じその葉 １０枚

大根 １５０ｇ
ポン酢 少々
しょうゆ 少々

＜作り方＞

①ささ みは観音開きにし、⊃ツプの底でたたいてのばし、塩・こし よう する。

②い んげ んとｌｃｍ角の棒切りにした人参は、ゆでて同じ長さに切り、 チーズも 同様

に切る。

③ささみに青じそをのせ、②を巻き込んでラップで包んで蒸し、適当な大きさに切る。

④お ろし 大根、 ポン 酢、し ょう ゆを添える。



寝具の整え③

寝たままでもできる

シーツ交換のテクニック

寝たきりの場合は、食べかす、汗、ほこりなどで、シーツは汚

れます。大変でも、３日に１回はシーツを交換したいものです。

①風のない天気のいい日に窓を開けて、ほこりが外
に出るようにする

Ｏ
②お年寄りに、ます手前に向いてもらう＜イラスト頗 〉Ｏ

③介護者は、ベッドから落ちないように前をして足

側から反対側に回り、汚れたシーツを体の下に丸

めて入れる（汚れたほうを内側に）＜イラスト頻 〉
Ｏ

④ほうきでふとんの汚れを払いながら、よく空気を

入れる。

⑤新しいシーツの真ん中がふとんの真ん中にくるよ

うに 縦二つ折にする。シーツの向こう側になる

ほうは、扇子折にして、汚れたシーツの下に入れ

る＜イラスト参照〉
Ｏ
手前のシーツは広げて伸ばす。

⑥新しいシーツの手前の角をきちんと折り込み、ふ
とんを包む＜イラスト参照〉

Ｏ

⑦新しいシーツの上に お年寄りの体の向きを変え
て寝かせる（ベッドなら柵をする）＜イラスト撫 〉Ｏ
介護者は足側から反対側に回る。

⑧汚れたシーツを取り除き、新しいシーツを伸ばす

＜イラスト参照〉。

⑨シーツをよく伸ばしたら、お年寄りを仰向けにし

て、シーツの角を折り込む＜イラスト参照〉。

⑩枕カバーを取り替えるＯ

⑥上の掛け物をかけて、ふとん周りを掃除する。

⑩ほこりが静まったら（約２０分）窓を閉める。

お年寄りに体を動かしてもらいたいときや自分が

いったん離れるときなどは、必ず声をかけるように

しましょう。人手があるときは、左右に分かれて二

人一組で行うとよいでしょう。その場合も、お年寄

りに対して、また、お互いに声をかけ合うことによっ

て、スムーズに交換することができます。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

平成８年８月２４囗、平成９年１２月５囗に中道地区で夕暮れ時にお年寄りが犠牲

となる交通死亡事故が二年連続で発生しました。

あの悲惨な事故を二度と起こすまい、と村民一丸となって取り組んできた結果、

平成１２年８月３１囗で交通事故死ゼロ１，０００［］を達成しました。この閧、村では平

成１０年３月１６日に交通安全に関する条例を制定し、事故の教訓を生かし、交通安

全母の会、交通安全対策協議会、各地区の協力のもとに反射材夜間パレードなど

の普及活動を行いました。

こ
れ
ま
で
の
軌
跡
・：

平
成
十
年
三
月
十
六
日

県
内
二
番
目
と
な
る
「
交
通
安

全
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

平
成
十
年
四
月
一
日

反
射
材
夜
間
パ
レ
ー
ド

（
両
佐
井
地
区
）

平
成
十
年
七
月

村
内
全
世
帯
へ
反
射
ベ
ル
ト
配
布

平
成
十
年
八
月
一
日

反
射
材
夜
間

パ
レ
ー
ド

（
両
佐
井
地
区
）

平
成
十
年
九
月
二
十
八
日

反
射
材
夜
間

パ
レ
ー
ド

（
磯
谷
・
福
浦
地
区
）

平
成
十
一
年
八
月
二
十
三
日

交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
十
一
年
九
月
三
十
日

反
射
材
夜
間
パ
レ
ー
ド

（
長
後
・
牛
滝
地
区
）

平
成
十
一
年
十
月
十
四
日

原
付
バ
イ
ク
安
全
運
転
講
習
会

平
成
十
二
年
二
月
六
日

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
装
着
講
習
会

平
成
十
二
年
六
月
十
三
日

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
装
着
講
習
会

平
成
十
二
年
七
月
三
日

ミ
ニ
バ
イ
ク
安
全
運
転
コ
ン
テ

ス
ト

平
成
十
二
年
八
月
十
五
日

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
運
転
講
習

平
成
十
二
年
八
月
三
十
日

反
射
材
夜
間
パ
レ
ー
ド

（
矢
越
・
原
田
地
区
）

二
件
の
死
亡
事
故
は
、
夕

暮
れ
時
で
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

歩
行
者
が
見
え
に
く
か
っ
た

こ
と
に
原
因
が
あ
り
、
こ
れ

を
教
訓
に
こ
の
間
、
反
射
材

の
普
及
に
力
を
置
い
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
無
い

村
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
よ

‘つ
。

交
通
安
全
活
動
報
告

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
事
業
所
訪
問

（
六
月
三
十
旦

マ
ス
コ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

（
七
月
二
十
二
旦

め ざ せ ／交 通 マ ナ ー 日 本 一 ・ 青 森 県



こ
ち
ら
佐
井

駐
在
所

登
⑩
２
２
１
８

風

水

害

に

備

え

よ

う

今
年
も
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ

る
、
風
水
害
の
発
生
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
本
県
は
、
県

土
の
半
分
を
山
岳
地
帯
が
占
め
て

お
り
、
河
川
は
急
勾
配
で
短
い
と

い
う
条
件
か
ら
、
山
崩
れ
、
洪
水

な
ど
の
被
害
を
受
け
や
す
い
地
理

的
・
地
形
的
環
境
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
県
内
に
お
け
る
風
水
害

に
よ
る
被
害
と
し
て
、

死
者

一
人

行
方
不
明
者

一
人

負
傷
者

一
人

建
物
全
壊

一
棟

建
物
半
壊

一
棟

床
上
浸
水

五
七
〇
棟

床
下
浸
水

八
五
二
棟

住
家
の
一
部
破
損

十
二
棟

非
住
家
被
害

三
一
七
棟

道
路
損
壊

四
二
箇
所

橋
梁
流
出

二
箇
所

山
（
崖
）
崩
れ

六
三
箇
所

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
風
水
害

に
よ
る
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん

が
、

今

後

台

風

シ

ー
ズ

ン

を

迎

え

る
こ

と

か

ら

十

分

な

注

意

が
必

要

で

す

。

○

普

段

の

心
が

け

Ｏ

「
雨

の
降

り

方

、

風

の
強

さ
」

に
注

意

し

ま

し

ょ
う

。

○

各

市

町

村

で

避

難

場

所

、

避

難

経

路

を

示

し

て

い
ま

す

の
で

、

家

族

全

員

で

確

認

し

て

お
き

ま

し

ょ
ヽ
つ
。

○

「
自

分

の
命

と

財

産

は

自

分

で

守

る
」

と

い
う

気

持

ち

で

、

市

町

村

が
行

う

防

災

訓

練

に
は

、

積

極

的

に
参

加

し

ま

し

ょ
う

。

○

避

難

す

る
時

の
非

常

携

行

品

（
水

、
非

常

食

、
携

帯

ラ
ジ

オ

、

懐

中

電

灯

、

医

薬

品

、

ロ

ー

ソ

ク
、

現

金

、

貴

重

品

、

ロ

ー

プ

な

ど

）

を

非

常

袋

に
入

れ
準

備

し

て

お
き

ま

し

ょ
う

。

○

避

難

す

る
と

き

の

注

意

○

高

齢

者

、

子

ど
も

、

身

体

の
不

自

由

な

方

を

、

早

め

に
避

難

さ

せ

ま

し

ょ

つヽ

。

○

警

察

、

市

町

村

役

場

な

ど

の
広

報

を

よ

く

聞

き

、

避

難

指

示

に

従

い
ま

し

ょ

う

。

○
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
、

特
に
、
火
の
後
始
末
と
戸
締
ま

り
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

少

年

を

福

祉

犯

罪

な

ど

の

被

害

か

ら

守

ろ

う

次
代
を
担
う
少
年
た
ち
が
、
心

身
と
も
に
健
や
か
に
た
く
ま
し
く

成
長
す
る
こ
と
は
、
県
民
す
べ
て

の
願
い
で
す
。

最
近
ソ

ア
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
し
、

少
女
た
ち
を
言
葉
巧
み
に
誘
惑
し

て
淫
ら
な
行
為
を
し
た
り
、
風
俗

営
業
店
や
深
夜
飲
食
店
な
ど
の
ホ

ス
テ
ス
と
し
て
働
か
せ
て
利
益
を

得
よ
う
と
す
る
犯
罪
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
国
的
に
、
中
・
高
校

生
に
よ
る
覚
せ
い
剤
を
中
心
と
し

た
薬
物
乱
用
事
案
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
少
年
一
人
ひ
と
り
に
目
を
配
り
、

少
年
を
福
祉
犯
罪
な
ど
の
被
害
か

ら
守
り
ま
し
ょ
つヽ
。

○
こ
ん
な
態
度
に
注
意

○
行
き
先
を
言
わ
ず
外
出
し
た
り
、

帰
宅
時
間
が
不
規
則
で
遅
く
、

夜
遊
び
や
無
断
外
泊

が
多

く

な
っ
た
。

○
朧
を
つ
ぃ
た
り
、
落
ち
着
き
が

な
く
家
族
と
の
対
話
を
避
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

○
隠
語
を
使
っ
た
り
、
言
葉
遣
い

が
荒
く
な
っ
た
。

○
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
や
携

帯
電
話
で
頻
繁
に
呼
び
だ
さ
れ
、

そ
の
都
度
出
か
け

る
よ
う

に

な
っ
た
。

○
カ
バ
ン
や
紙
袋
の
中
に
着
替
え

を
入
れ
て
持
ち
歩
く
よ
う

に

な
っ
た
。

○
友
達
の
腦
が
変
わ
っ
て
性
格
が

荒
く
な
っ
て
き
た
。

○
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
る
よ
う
に

な
り
、
親
に
反
抗
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

○
服
装
が
派
手
に
な
っ
た
り
、
ブ

ラ
ン
ド
品
な
ど
高
価
な
も
の
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

○
日
記
や
メ
モ
帳
な
ど
に
、
心
当

た
り
の
な
い
多
数
の
電
話
番
号

や
記
号
数
字
な
ど
が
晝
か
れ
て

い
る
。

○
与
え
た
は
ず
の
な
い
現
金
を
持
つ

て
い
た
り
、
親
の
知
ら
な
い
預

金
通
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
。

めざせ！交通マナー日本一・青髞

『あっぶる』言葉の意味

『あ』～安全を求める心

『つ』～常に譲り合う心

『ぷ』～プロのドライバー

を目指す心

『る』～ルールを守る心

交通事故相談のお知らせ
県では、県内各地を巡回して交通事故に関する定期巡回相談所

を開設していますので、交通事故を起こした方、遭われた方はど

んなことでも構いませんので、お気軽にご相談ください。

また、下記日程以外でも常時相談を受付けしていますから、そ

の際は下記の問い合わせ先まで連絡してください。
■定期巡回相談所開設日程

■問い合わせ
青森県交通安全対策室（交通事故相談担当） ００１７－７３４－９２３５

一交 通 死 亡事 故 抑 止
５０（ ゴ ー マ ル ）ｆ乍１戝 実 施ｉ中

期 間 ７ 月 １ 日か ら１２月３１日
大 間警 察 署広 報

県警では、多発する交通死亡事故の死者数を下半期５０人以下に抑

止することを目的に「交通死亡事故抑止５０作戦」を展開しています。

大間警察署管内でも例年下半期に事故が多発していることから、

今後高齢者の事故防止を重点とした交通安全活動を行いますので、

御理解と御協力をよろしくお願いします
Ｏ

～交通取締 り情報～

警察では交通事故の発生が多い国道２７９号線と国道３３８号線を取

締り重点路線として『速度違反』『シートベルト・チャイルドシー

ト着用義務違反』の取締りを強化しています。

みなさんシートベルト（命綱）を締めて安全運転に努めましょ

う！（チャイルドシートも忘れずに）



お 知 ら せ

コ ー ナ ー

国

民

健

康

保

険

税

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険

税
を
滞
納
す
る
と
、
未
納
期
間
に

応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
保
険
証
の

一
斉
更
新
時
（
平
成
十
二
年
十
月
）

に
短
期
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
（
有
効
期
限
三
ヶ
月
、
三
ヶ

月
ご
と
の
更
新
）

納
期
限
か
ら
一
年
間
を
過
ぎ
る

と
、
保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
き
、

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
が
な
く
な
る
の
で
、
医

療
機
関
で
の
支
払
い
は
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
資

格

証
明

書

は

、

被

保

険

者

で

あ

る

こ

と

を

証

明

す

る

だ

け

の

も

の

で

、

保

険

証

の

よ

う

に
受

診

券

と

は

な

り

ま

せ

ん

。

納

期

隕

か

ら

一

年

六

ヶ

月

を

過

ぎ

る

と

、

国

保

の

給

付

が
全

部

ま

た
は

一
部
差

し
止

め
に

な
り

ま
す

。

そ

れ

で

も

な

お

納

め

な

い
で

い

る
と

、

差

し

止

め

ら

れ

た

保

険

給

付

額

か

ら

滞

納

分

か

差

し

引

か

れ

ま

す

。

乳

幼

児

医

療

費

扶

助

制

度

ご

存

じ

で
す

か

出

生

か

ら

小

学

校

入

学

始

期

に

達

す

る

乳

幼

児

の
医

療

費

の
一

部

負

担

金

（
医

療

保

険

に

該

当

す

る

医

療

費

及

び

入

院

時

食

事

療

養

費

標

準

負

担

額

）
を
助

成
し
て
い
ま
す

。

一

対

象
医

療

費

・
出

生

か

ら

四

歳

に

達

し

か

日

に

属

す

る

月

の

末

日

ま

で

の
者

は
ひ

外

来

・
入

院

・
調

剤

・
四

歳

以

上

小

学

校

入

学

始

期

に

達

す

る

月

の

末

日

ま

で

の
者

は

几ｙ

入

院

の

み

（
医

療

機

関

ご

と

に

入

院

一

日

に

つ

き

五

百

円

を

控

除

し

た

額

）

一

国

保

乳

児

・
国

保

乳

児

十

割

給

付

証

明

書

を

医

療

機

関

窓

口

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い
。

・
保

険

に

該

当

す

る
医

療

費

の

一

部

負

担

金

は

本

人

に

請

求

さ

れ

ま

せ
ん
。

・
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担

額
の
助
成
は
医
療
機
関
の
領
収
書

を
添
付
し
て
役
場
担
当
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
保
幼
児
及
び
社
保
乳
幼
児

・
医
療
機
関
の
領
収
書
を
添
え
て

役
場
担
当
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
初
め
て
申
請
す
る
方
は
右
記
の

領
収
書
の
ほ
か
に
振
込
先
（
社
会

保
険
加
入
者
に
あ
っ
て
は
被
保
険

者
証
を
提
示
）
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
四
ヶ
月

以
内
に
申
請
す
る
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

容
⑩
ｎ
Ｚ】１
１
１

退

職

者

医

療

制

度

該
当
し
ま
せ
ん
か

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る

と
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
が
、

・
退
職
被
保
険
者
本
人
ひ

入
院
・
外
来
と
も
に
二
割

・
退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
凸

入
院
二
割
・
外
来
三
割

と
な
り
ま
す
。

」
対
象
匚
な
る
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
方

・
厚
生
年
金
や
各
種
年
金
（
国
民

年
金
を
除
く
）
を
受
け
て
い
て
、

こ

れ
ら
の
加
入

期
間
が
二
十
年

（
四
十
歳
以
降
は
十
年
）
以
上
あ

る
方
■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
年
金
証
書
（
加
入
期
間
が
わ
か

る
も
の
も
提
示
し
て
く
だ
さ
号

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

※
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
十

四
日
以
内
に
担
当
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

Ｓ
⑩
り乙
１
１
１

国民健康保険税（第２期）

納 期 は

１０月 ２ 日 月 ）で す
。

忘れずに納入しましょう！

担当：役場財政課 容⑩２１１１

佐井村に新しい商店街 潮 風 協 同 組 合
ご毎 月 第 ２ ・１窮 ４ 日卩瞿日 は 雎ｆ店 往ｉ大 デご出 し 口 （第３日曜日は定休日）

９ 月

１ ４

ＥＩ木 ・

１ ５

ａ 金

１ ６

土）

莇 根 森 八 幡 宮 例 大 祭

祭りのお買い物も、潮風協同組合をご利用ください．

・ ま る い ち 四 ⑩２９６６
－樋 口 写 真 館 四 ⑩２５００

・ 彩 菓 四 ⑩２０９４

・ ワ １ｏ ＸＩＥ３２）２０５５

●
ファッションスペース
か な ざ わ Ｑ＠２６１５



名称板ありがとうございます

今まで佐井診療所には、医療施設としての名称板などが全くな

く何の建物、施設なのか？初めて利用する方、観光などで村外か

らの来客に対し大変ご不便、ご迷惑をおかけしてきました。

このたび、青森市在住のジャパン興産㈱取締役会長 工藤勇一

氏より名称板の寄付採納の申し出があり、８月１７日にその設置作

業が完了しました。

このことにより、今までのご不便は解消できると思います。

寄付いただいた名称板は、半永久的な総ステンレスの立派なも

のです。

みなさん、診療所へ来所の際には、ぜひご覧いただきたいと思

います。

工藤会長に心からお礼申し上げます。

佐井診療所

国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新 に つ い て

●国民健康保険被保険者証（一般・退職者医療）の更新を９月２６日

から９月２８囗の期間に各地区ごとに行いますので、前回交付した被

保険者証と印鑑を持参のうえおいでください。

学 被保険者証（大学・高等学校等の修学中の学生に交付）

遠 被保険者証（出稼者や長期旅行者等に交付）も新しくなります。

また、 大学・高等学校等に修学している方は、在学証明書ま

たはこれに準ずるもの （生徒手帳の写し等） と印鑑を持参して

ください。（前回提出していても新たに提出が必要です）

●被保険者証の交付及び再交付を代理人に頼む場合、次のことに十

分注意してください。

・代理人（被保険者証の受取人）は、前回交付した被保険者証と
印鑑が必要です。

・出稼使用の場合は、本人・代理人とも出稼先の会社名、住所及

び印鑑が必要です。
●国民健康保険被保険者証は、次の日程で交付しますので忘れずに

おいでください。

国民健康保険被保険者証の更新日程

※都合により当日更新できない方は、後日、役場住民福祉課までお

いでください。
●問い合わせ

住民福祉課 保健衛生係 昔⑩２１１１（内線３１、３３）

第／回青森県育樹祭 ｍ で７０１

緑豊かな森林は、すんだ空気やきれいな水を生み出し、人々の

生活にうるおいや安らぎを与えます。

緑と水の源である貴重な森林を守り、活力ある住みよい郷土作

りを目指して、第１回青森県育樹祭を開催します。

ご家族みなさんでお気軽にご参加ください。

●開 催 日時 平成１２年１０月２９日旧）１０時から

●開 催場 所 下北郡東通村（役場周辺）

なお、当日は無料送迎バスが出ます。

現地参加者も大歓迎です。

佐井村出発バス ７時４０分 アルザス出発

●行事 内容 枝打ち、除伐体験、ガーデニング教室など。

また、特産物の展示・販売がある東通村産業祭り

にも参加できます。

●参 加 費 無 料

●募 集 人数 １，０００人（先着）

●募 集 期間 ８月１４日～９月２９日（必着）

●申込み方法 往復はがきに、住所、氏名（参加者全員）、年齢、

電話番号を記入の上、下記まで御応募ください。

●送 付 先 〒０３０－８５７０

青森市長島１－１－１ 青森県庁林政課

●問い合わせ 林政課普及班

ＳＯ１７－７３４－９５１５

創業（起業）を目指す人や既存店の経営革新等を模索している方を支援するために

下 北 地 域 中 小 企 業 支 援 セ ン タ
肩 、
置 さ れ ま し た 。

セン ターは、国 及び県の助成 を得 て、 全国で３００ケ所。県内 では青森 一弘

前・八戸・むつの４商工 会議所に、平 成１２年４月から設置された ものです。

Ｉ．センターの目的 と体制

＊創業 者に対しての道しるべの役割と、老舗 を含む既存店の経営革新等を支

援するために、こ のセンターを設置します。

＊このセンター事業は、コ ーディネーターが中心 になります。３名のコーディ

ネーターを配置し 、創業 と経営 革新等のご相談にきめ細かく対応できる体制

を整 備しています。

＊ より高度な分野 につい ては、専門家を常時 活用できる体制 をとっています。

ｎ．センターの機能 （相談窓口並びに専門家派遣機能）

＊ コーディネーターが、創業予定者や小規模事業 者の相 談に応じて、その抱え

る課題に対して必要な期間対応します。（情 報提供、市場 調査等 ）

＊その他特定 分野の専門家の指導を受ける必要がある場合には、短期間の専門

家 派遣を行います。

＊ 支援センターでは、青森 県内のベンチャー企業 や商工会 議所等と協力し。こ

れらの機関から得た情報を含め、事業者に網羅的な情報提供を行い、高度なニー

ズがある場合には、（閼２１あおもり産業 総合 支援センターの支援事業を紹介します。

〒 ０３５－００７１ むっ市小川町２－１１－ ４ むっ商工会議所内

ＴＥＬ ＠２２８３ ＦＡＸｃ０１６７ Ｅｍａｉｌ ：ｓｉｄｏ．ｍｕｔｓｕｃｃｉ．ｏｒ．ｊｐ・

事業Ξ鮭（７）ふな さ ま へ

新規学卒求人提出のお願い

平成１３年 ３月卒新規学 卒求人の受付 が始まりました。

今年 ５月の調査時点 でむつ下北地域 の学 校では、高校生 が１７７名、中学生

が７名、県内 での就職 を希望 してい ます。

し かし ながら、７月３１日現 在、当 所が受 付した管内求人は高校卒が４件で

７名、中学卒 は未だ申し 込みのない状 況であり、県内で最も低い数字となっ

てお ります。

むつ下北地域の発展 と地域経済の活性化を図るには、若い力が不可欠です。

新規学卒求人 のお申し 込みについ て、事業主 のみなさまのご理解とご協力

をお 願いい たし ます。

●問い合 わせ むつ公 共職業 安定所 ａ ⑩１３３１（代）

「 仕 事 と 家 庭 を 考 え る セ ミ ナ ー 」

●日 時 平成１２年１０月６日閙 １３：３０～１５：５０

●会 場 青森厚生年 金会館 ２階 奥入瀬の間

青森市 本町５一５－４ ３ ０１７－７７５－１１５１

●内 容 ①基調 講演

「仕事 と家庭が両 立できる職場環境をめざして」（仮題）

講 師 日本経 済新聞社

編集委員 兼論説委員 鹿 嶋 敬

②ファミリ ー・フレ ンドリ ー企業 表彰

③事 例発 表 県内企業 １社

④説 明 育 児・介護休業 法につい て

仕事 と家庭 の両 立を支援 する各種 助成金につい て

●対 象 者 事業主 または人事労務 担当 者、社 会保険労務士 、

市町村 ・商工 団体等 の職員 その他一 般

●参 加 料 無 孝４

●申 込方 法 参加申 込書 により。９月２９日窗 まで、下 記あ てお 申し込みくだ

さい。 （ＦＡＸで も可）

申込先 財団 法人２１世紀 職業財団青 森事務所

青森市中央１－２５－３ 青 森共 栄火災 ビル ４階

ＴＥＬ ０１７－７７６－２０２８

ＦＡＸ０１７－７７６－２０２５

● そ の 他 セミ ナー終了 後、育児 ・介 護休業法 及び各種助 成金に関する相

談コ ーナーを開設し ますのでご利用 ください。



下北のイベントご案内
む つ 市

第 了回 豊 漁・豊 作 祈 願 祭

９月２４日（日）

むつ水産事務所 Ｓ＠８６２６
むつ地域農業改良普及センター Ｓ＠２６８５

東 通 村
第 ８回 東 通 村牧 場 まつ り

９月１０日鷦

東通村産業振興公社ＳＲ２１１５、２２６６

出かけてみませんか

戸籍の窓口 ８月１５日現在

Ｏお誕生おめでとう

荒 川 菜 月 （ 一 ） 大佐井

竹 内 佑 （ 一 ） 古佐＃

Ｏご結婚おめでとう

｜川 上 和 男 むつ市

宮 田 小枝子 原 田

○おくやみ申し上げます

横 浜 久 一 （さ き） 矢 越

※個人のプライバシーを尊重する意味

で、掲載して欲しくない方は、届出の

際、係に申し出てください。

佐井村では、平成１２年度（２学期）より、

管内中学校の英語指導助手を招致しました。

今後、中学校の英語指導のほか、小学校、

保育所、社会教育団体などを通じ、交流を図っ

ていきたいと考えております。

街で出会ったときは。気軽に「ハロークィー

ン」と声かけてください。

名 前：ＱｕｉｎｎＪａｍｅｓＭｃｌｅｏｄ

生年月日：１９７６年１月２９日（２４歳）

出 身：ニュージーランド

Ｏｔａｇｏ州Ｄｕｒｉｅｄｉｎ

略 歴：１９９９年Ｏｔａｇｏ大学卒業。心理学・経営学を専攻。在学中、

全寮制学校等で数学・科学・英語・歴史 一体育等を指導。

趣 味：ラグビー、ローイング、体操

ひ と 言：早く子供だちと親しくなって、佐井村の文化を吸収し、

その分ニュージーランドの文化も教えてあげたいと思っ

ています。どうぞよろしくお願いします。

佐井村の人口
７月３１日現在

男 １，５７８ （－３）

女 １，５８６ （－１）

計 ３，１６４ （－４）

世 帯 数 １，１０１ （－２）

（ ）内は前月比

２０００年

特別上演会

９月２日（土）

福浦の歌舞伎

“秋の段”

９月１４日（木）

両公演とも、午後１：３０～

と こ ろ：歌舞伎の館

入 場 料：１，０００円（団体割引有：１０名以上）

演 目：「口上」「三番叟」「義経千本桜 一幕」「佐

井音頭」「義経千本桜 二幕」

主 催：福浦の歌舞伎上演実行委員会

問い合わせ：役場 企画調整課 昔⑩２１１１

楽しい夏休みも終わり…孫｜睿とうしているかな

（了片回数券）

・ ５枚買って２ 枚サービス。・ 片道 ５００円以上のバス賃から
Ｏ
■６５才以上の方に限ります

Ｏ
詳しくは、お問い合わせください。

本社 〒０３５－００４１
青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３－３１１１
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